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相模湾に漂着したカマイルカおよびオガワコマッコウの胃内容物

Stomach Contents of Pacific White-sided Dolphin ( Lagenorhynchus 
obliquidens ) and Dwarf Sperm Whale ( Kogia sima ), 

Stranded in Sagami Bay

三井翔太 1) ・大泉　宏 2) ・樽　創 3）

Shota MITSUI 1), Hiroshi OHIZUMI 2) & Hajime TARU 3)

Abstract.  We examined stomach contents of a Lagenorhynchus obliquidens and a Kogia 
sima stranded on the coast of Sagami Bay in 2011, and described cephalopod beaks, fish 
otoliths and bones. Cephalopods (Ommastrephidae sp., Watasenia scintillans) and fishes 
(Engraulis japonica, Acropoma japonicum, Decapterus maruadsi, Carangidae sp. and 
Sphyraena sp.) were obtained from L. obliquidens.  Many cephalopod beaks, mainly W. 
scintillans and Taonius pavo and fish otoliths (Diaphus gigas, Glossanodon semifasciatus 
and Physiculus sp.) were found from K. sima. It is considered that the shallower coastal 
area (0 - 150 m depth) is foraging space for L. obliquidens, and the mesopelagic zone on the 
continental shelf or slope (70 - 1000 m depth) is for K. sima.

Key Words:  stomach contents, Lagenorhynchus obliquidens, Kogia sima, otolith, 
cephalopod beak

はじめに

　カマイルカ Lagenorhynchus obliquidens はマイ

ルカ科 Delphinidae の小型歯鯨類で、北太平洋の

温帯海域に生息する（Satcey & Baird, 1991 ; 河合・

森 , 2008）。本種の食性はこれまでに北太平洋東

部（Sheffer, 1953 ; Brown & Norris, 1956 ; Houck, 

1）	東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科
〒108-8477 東京都港区江南4-5-7
Graduate school of Marine Science and Technology, 
Tokyo University of Marine Science and Technology
4-5-7 Konan, Minato, Tokyo, 108-8477, Japan
shomitsui@gmail.com
2）	東海大学海洋学部
〒424-8610 静岡県静岡市清水区折戸3-20-1
School of Marine Science and Technology, 
Tokai University
3-20-1 Orido, Shimizu, Shizuoka, 424-8610 Japan
ohizumi@scc.u-tokai.ac.jp
3）	神奈川県立生命の星 ・地球博物館
〒250-0031 神奈川県小田原市入生田499
Kanagawa Prefectural Museum of Natural History
499 Iryuda, Odawara, 250-0031 Japan
taru@nh.kanagawa-museum.jp

1961 ; Fiscus & Niggol, 1965 ; Fitch & Brownell, 
1968 ; Jones, 1981 ; Stroud et al., 1981）、 西 部・

日本近海（Wilke et al., 1953 ; 堀田ほか , 1969 ; 
Miyazaki et al.,1991; Walker & Jones, 1994）での報

告がある。また、オガワコマッコウ Kogia sima
はコマッコウ科 Kogiidae に属し、温帯から熱帯

の沖合海域に生息しており（Willis & Baird, 1998 
; 河合・森 , 2008）、食性は世界各地の温帯～熱帯

海域において報告されている（Fitch & Brownell, 
1968 ; Ross, 1978, 1984 ; Maigret & Robineau, 1981 
; Nagorsen & Stewart, 1983 ; Pinedo, 1987.; Cardona 
- Maldonado & Mignucci - Giannoni, 1999 ; Spitz et 
al., 2011）。相模湾内における鯨類の食性について

は、Yamada et al.（2006）がカマイルカの捕食活

動を目視観察したのみであり、胃内容物について

の報告は行われてこなかった。

　2011 年 3 月 20 日に鎌倉市七里ガ浜にカマイ

ルカが、同月 25 日には小田原市酒匂川河口でオ
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ガワコマッコウが漂着した（Fig. 1）。これらの

個体は調査のための解剖が行われ、胃内容物が

採取された。その中から魚類の魚体や各部骨格、

耳石および頭足類の顎板が多数発見され、種ま

たは属まで同定することができた。これらの標

本は相模湾における鯨類の摂餌生態、ひいては

食物網構造を理解するための基礎情報となると

考え、ここに報告する。

材料・方法

　漂着した鯨類のデータは以下のとおりである。

カマイルカ Lagenorhynchus obliquidens (Fig. 2)
標本番号：KPM-NF 1004639
1 個体 , 2011 年 3 月 20 日漂着 , 鎌倉市七里ガ浜 
（Fig. 1, Loc.1）
　上顎先端－尾鰭分岐部 2290 mm

オガワコマッコウ　Kogia sima  (Fig. 3)
標本番号：KPM-NF 1004641
1 個体 , 2011 年 3 月 25 日漂着 , 小田原市酒匂川河

口付近（Fig.1, Loc.2）
　頭部－尾鰭　1.6 m

　採取された胃内容物は、いずれも 10% 中性

ホルマリンで固定した。カマイルカの胃内容物

は、その後 70% エチルアルコールで置換・保

存した。

　本報告で扱った顎板および耳石は、いずれも

消化により単離したものである。魚体・骨格お

よび頭足類の頭部・口球・顎板は 70% エチル

アルコールで保存した。耳石標本は乾燥標本と

した。標本はすべて神奈川県立生命の星・地球

博物館の軟体動物標本（KPM-NGL）および魚

類標本（KPM-NI）として登録・保管されている。

　頭足類顎板の同定および各部名称は Clarke 
（1986）、窪寺ほか（2005）に従い、一部に国立科

学博物館所蔵の未公開資料を用いた。魚体・魚骨

の同定および骨の各部名称は Suzuki（1962）、山

崎・上野（2008）に、耳石の同定および各部名称

は Ohe（1985）に従った。チゴダラ科耳石の各部

区分は Karrer（1971）に従い、名称を Ohe（1985）
に対応させた。また、ハダカイワシ類の耳石の同

定には大泉ほか（2001）を用いた。頭足類および

魚類の分類体系および和名・学名はそれぞれ奥谷

（2005）、中坊編（2013）に従った。

　同定は、外形の保存が良好なもの、および一部

欠損があるが同定には支障をきたさないと判断

されたものについて行った。

　頭足類の計測は窪寺ほか（2005）に従った。魚

類の計測は，神経頭蓋の計測は Suzuki（1962）に、

顎骨の計測は熊川（2008）に、耳石の計測は Ohe
（1985）に従った。魚体は上顎あるいは下尾骨よ

り後部を欠いていたため、頭部前端から尾部後端

までをノギスで計測し、“ 全長 ” とした。欠損標

本しか得られなかった魚種は、計測値の後に “ ＋ ”
と表記した。頭足類顎板および魚類耳石の計測部

位を Fig. 4 に示した。

結果

　種または属まで同定されたものについて、以下

に示す。

カマイルカ胃内容物 (Fig. 5)
・頭足類　Cephalopoda
　ツツイカ目　Teuthida
　　アカイカ科　Ommastrephidae
　Ommastrephidae, gen. & sp. indet.
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 88
　LRL ＝ 2.28 mm, n = 1.
記載

　嘴刃長は頤長とほぼ同長で、側板は菱形、側

板隆起はない。翼歯は大きく台形に盛り上が

り、嘴刃の延長部との間に透明帯がある。

備考

　Clarke（1986）、窪寺ほか（2005）の図・記

載に基づき同定した。スルメイカ Todarodes 
pacificus ま た は ス ジ イ カ Eucleoteuthis 
luminosa と思われるが、両種の顎板は個体に

より形態が酷似する場合がある。

　　ホタルイカモドキ科　Enoploteuthidae
　ホタルイカ　Watasenia scintillans

Fig. 1.Stranding points of the small cetaceans. 
	 Loc. 1: Shichirigahama beach, Kamakura City; Loc. 2:  

The mouth of Sakaigawa river, Odawara City.
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Fig. 2.  Lagenorhynchus obliquidens (Photo by H. Taru).
	 1: Dorsal view; 2: Laterai view; 3: Magnification of the head; 4: The stomach and food remains.
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Fig. 3.  Kogia sima (Photo by H. Taru).
	 1: Lateral view; 2: The viscera; 3. Anterior view of the mouth; 4: Ventral view of the tail.
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・歯骨

　標本番号：KPM-NI 35579-2
　歯骨長 = 16.9+ mm, n = 1.
記載

　非常に細長く扁平な三角形を示す。発達した

歯は見られない。

備考

　Yabumoto（1988）、山崎・上野（2008）の図

に一致した。本標本では、消化により後端部

を欠いていた。

・耳石

　標本番号：KPM-NI 35579-3
　OL = 1.16+ – 2.50+ mm, n = 32.
記載

　全形は長楕円形。内側面は弱く膨らみ、外側

面は弱く窪む。上部嘴状突起は嘴状突起より

も短い。開口切刻部が発達。腹部および背部

周縁は緩い凸曲線を描く。後部周縁は鈍く尖

る。裂溝は不明瞭だが、水平で、上部堤の痕

跡が見られる。

備考

　Ohe（1985）、飯塚・片山（2008）、Zhang et 
al.（2008）の図や記載に一致した。

　これらの図や記載では腹部周縁に小歯状突

起が存在するとされているが、本標本では消

化により失われている。

　

　スズキ目　Perciformes
　　ホタルジャコ科　Acropomatidae
　ホタルジャコ　Acropoma japonicum
・耳石

　標本番号：KPM-NI 35580
　OL = 3.78 – 5.64 mm, n = 6.
記載

　全形は卵形。外側面は窪む。内側面は膨らむ。

上部嘴状突起は極めて小さく、発達しない。

開口切刻部はごく浅い。腹部周縁は円滑で、

凸曲線を描く。後部周縁は直線的。背部周

縁は水平で直線的。裂溝は杓子型で、耳石

後端付近まで発達。尾部の後端が鈍角に折

Fig. 4. Measurements of cephalopod 
beaks and fish otoliths. Left: 
Cephalopod beaks, Right: Fish 
otoliths

Fig. 5. Cephalopod beaks from stomachs of Lagenorhynchus 
obliquidens and Kogia sima.  1-2: Lower beaks from the 
stomach of L. obliquidens.  1: Ommastrephidae, gen. & 
sp. indet. (left lateral view), KPM-NGL 88, LRL = 2.28 
mm.  2: Watasenia scintillans (left lateral view), KPM-
NGL 89, LRL = 1.07 mm.   Scale bar = 1 mm.

・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 89
　LRL ＝ 1.07 mm, n = 1.
記載

　嘴刃長と頤長の約 0.8 倍。嘴刃は直線的で翼

との付け根は約 80° で折れ曲がり、翼は前方

へ張り出す。翼歯は台形で翼と嘴刃の付け根

でわずかに出る。冠部は頤よりわずかに短

い。側板は短く、幅広の弱い畝がある。

備考

　Clarke（1986）、窪寺ほか（2005）の図・記

載に一致した。

・	 魚類　Fishes (Fig. 6)
　ニシン目　Clupeiformes
　　カタクチイワシ科　Engraulidae
　カタクチイワシ　Engraulis japonica
・主上顎骨

　標本番号：KPM-NI 35579-1
　主上顎骨長 = 5.4+ – 18.8 mm, n = 94.
記載

　非常に細長く扁平で、口縁に沿って緩く凸湾

する。前端に間接突起がある。

備考

　Yabumoto（1988）、山崎・上野（2008）が示

した図に一致した。
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れ曲がる。

備考

　　Ohe（1985）、Zhang et al.（2008）の図や記載

と一致する。

　　アジ科　Carangidae
　マルアジ　Decapterus maruadsi
・魚体

　標本番号：KPM-NI 35581-1
　最大長 =211.5 – 230.9 mm, n = 5.
備考

　体は細い紡錘形で側偏する、臀鰭遊離棘をも

つ、側線が稜鱗で被われるなどの特徴からア

ジ科であると判断された。さらに、鋤骨とそ

の正中線上に歯がある、歯骨の dorsal arm と

ventral arm が直角をなす、神経頭蓋の fronto-
supraoccipital crest に欠刻があるという特徴

が、Suzuki（1962）が示した本種の特徴と一

致した。

・頭部および神経頭蓋

　標本番号：KPM-NI 35581-2
　頭蓋長 =51.3 – 54.9 mm, n = 5.
備考

　魚体の神経頭蓋と同様の特徴を持つことに

加え、全体に細長く、supra-frontoccipital crest 
が低いことから、本種と同定した。

　　

・耳石

　標本番号：KPM-NI 35581-3
　OL = 4.62 mm, n = 1.
記載

　全形は紡錘形を呈する。外側面は窪み、内側

面は膨らむ。上部嘴状突起は極めて小さく、

先端は尖る。開口切刻部はごく浅い。嘴状突

起は上部嘴状突起より長く、先端は尖る。腹

部・腹部周縁は凸曲線を描く。後部周縁は尖

る。裂溝は細長く水平で、前端から後端付近

まで発達する。開口部は尾部よりやや背腹に

開くが尾部との境界は不明瞭。尾部は水平で

直線的、後端は後腹部に折れ曲がり、腹部周

縁に接する。

備考

　上記の特徴に加えて、耳石長比が 2.0 である

ことから Ohe（1985）の図・記載に基づき本

種と同定した。

　　アジ科　Carangidae, gen. & sp. indet.
・魚体  
　標本番号：KPM-NI 35582-1

Fig. 6.  Otoliths from the stomachs of Lagenorhynchus obliquidens. 1: Englauris japonica (right sagitta), KPM-NI 35579-3, OL 
= 2.41 mm.  2: Acropoma japonicum (right sagitta), KPM-NI 35580, OL = 3.99mm.  3: Decapterus maruadsi (right sagitta), 
KPM-NI 35581-3, OL = 4.62 mm. 4: Sphyraena sp. (right sagitta), KPM-NI 35583-2, OL = 7.86 + mm. Scale bar = 1 mm.
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　神経頭蓋欠損のため未計測 , n = 7.
備考

　体は紡錘形で側扁する、尾柄部に稜鱗が存在

するという特徴から、アジ科と思われる。

・前上顎骨

　標本番号：KPM-NI 35582-2
　前上顎骨長＝ 14.5 – 17.2 mm, n = 16.
備考

　Postmaxillary process がやや狭く三角形を呈

する、ascending process は articular process よ
りも短いなどの特徴は、Suzuki（1962）が示

したマアジ属 Trachurus 、ムロアジ属に一致

する。しかし、いずれのものであるかは判断

できなかった。

　　カマス科　Sphyraenidae
　カマス属　Sphyraena sp.
・歯骨

　標本番号：KPM-NI 35583-1
　歯骨長 =16.8+ – 28.1+ mm, n = 2.
記載

　全体に細長く、扁平で切縁のある三角形の歯

が 1 列に並ぶ。

備考

　山崎・上野（2008）の図示したカマス属魚類

の歯骨とよく一致する。しかし、種の決定に

は比較標本を用いた詳細な検討が必要であ

ると判断し、属までの同定とした。

・耳石

　標本番号：KPM-NI 35583-2
　OL = 6.91+ – 8.97+ mm, n = 3.
記載

　全形は長楕円形。やや外側面は窪み、弱く内

側面は膨らむ。上部嘴状突起・嘴状突起は欠

損。腹部周縁は弱く凸曲線を描く。後部周縁

はやや丸みを帯びる。背部周縁は水平でほぼ

直線的。裂溝は水平で直線的、前端から後端

付近まで発達。開口部は長楕円形。尾部は細

長く直線的で、後端が腹側へ折れ曲がる。

備考

　全体的に消化を受けているが、Ohe（1985）
のアカカマス S. pinguis ( Ohe, 1985 では S. 
schlegeri 、種小名は schlegeli の誤り ) の図・

記載によく似る。

　本標本は消化により嘴状突起など主要な構

造が失われていることから、属までの同定

とした。

オガワコマッコウ胃内容物 (Fig. 7)
・	 頭足類　Cephalopoda
　ツツイカ目　Teuthida
　　ウチワイカ科　Cycloteuthidae
　ウチワイカ属　Discoteuthis sp.
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 90
　LRL ＝ 4.42 mm, n = 1.
記載

　嘴は高く、嘴刃長は頤長の約 1.4 倍。側板は

高く、明瞭な畝がある。左右の側板は畝上部

でほぼ隙間無く密着する。嘴刃と翼の接続部

は約 110 度で張り出す。翼歯は細長い。

備考

　Clarke（1986）、窪寺ほか（2005）の図・記

載に一致した。

　　ゴマフイカ科　Histioteuthidae
　シラタマイカ　Histioteuthis meleagroteuthis
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 91
　LRL ＝ 2.74 mm, n = 1.
記載

　嘴刃長は頤長の約 0.9 倍。本種の下顎は嘴刃

から翼にかけて翼刃隆起が大きく張り出し

て嘴刃を覆うため、側方面から外側を見た場

合、他のゴマフイカ科に比べて嘴刃が短く見

える。側板は比較的短く、中心に細いが明瞭

な隆起線が通る。

備考

　国立科学博物館に収蔵されている標本

（NSMT-Mo 60950）との比較により、本種と

同定した。

　ゴマフイカ科　Histioteuthidae, gen. & sp. indet.
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 92
　LRL ＝ 2.67 mm, n = 1.
記載

　嘴刃長は頤長の約 1.2 倍。嘴刃は緩やかに曲

がって下方に延び、長方形の翼歯がある。冠

部は頤とほぼ同長で、全体的にやや高い下顎

板となる。側板の中央に細い明瞭な隆起線が

走る。

備考

　上記の特徴は数種のゴマフイカ科に共通す

るものであり、種の特定は出来ない。

　カギイカ　Moroteuthis loennbergii
・下顎板
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　標本番号：KPM-NGL 93
　LRL ＝ 4.37 mm, n = 1.
記載

　嘴刃長は頤長の約 1.2 倍。嘴刃はやや直線的。

側板は平行四辺形でやや後端が伸長し、幅の

広い畝が走る。翼歯は長方形で明瞭に張り出

す。

備考

　Clarke（1986）、窪寺ほか（2005）の図・記

載に一致した。

　　ツメイカ科　Onychoteuthidae
　ツメイカ属　Onychoteuthis sp.
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 94

　LRL ＝ 0.70 mm, n = 1.
記載

　嘴刃長は頤長の約 1.2 倍。嘴刃はやや直線的。

側板は平行四辺形でやや後端が伸長し、側板

隆起が走る。翼歯は長方形で明瞭に張り出

す。

備考

　ツメイカ O. borealijaponica またはホンツメ

イカ O. banksii と思われるが、識別できるほ

どには成長していなかった。

　　サメハダホウズキイカ科　Cranchiidae
　スカシイカ　Galiteuthis pacifica
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 95

Fig. 7.  Cephalopod beaks from stomachs of Kogia sima. 1-12: Lower beaks from the stomach of K. sima. 1: Discoteuthis sp. (left 
lateral view), KPM-NGL 90, LRL = 4.42 mm. 2:Histioteuthis meleagroteuths (right lateral view), KPM-NGL 91, LRL = 2.74 
mm. 3: Histioteuthis sp. (left lateral view), KPM-NGL 92, LRL = 2.67 mm. 4: Moroteuthis loennbergii (left lateral view), 
KPM-NGL 93, LRL = 4.37mm. 5: Onychoteuthis sp. (right sagitta), KPM-NGL 94, LRL = 0.70 mm. 6: Galiteuthis pacifica 
(left lateral view), KPM-NGL 95, LRL = 3.96mm. 7: Taonius pavo (left lateral view), KPM-NGL 98, LRL = 3.48 mm. 
8:Eucleoteuthis luminosa (right lateral view), KPM-NGL 99, LRL = 4.85 mm. 9: Enoploteuthis (Paraenoploteuthis) chunii 
(left lateral view), KPM-NGL 100, LRL = 3.17 mm. 10: Chiroteuthis (Chiroteuthis) picteti (left lateral view), KPM-NGL 
104, LRL = 3.67 mm. 11: Mastigoteuthis glaukopis (left lateral view), KPM-NGL 105, LRL = 3.57 mm. 12: Gonatus sp. (left 
lateral view), KPM-NGL 106, LRL = 4.50 mm.  3, 5, 7: Scale bar = 1 mm. 1, 2, 4, 6, 8-12: Scale bar = 5 mm.
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　LRL ＝ 3.96 mm, n = 1.
記載

　嘴刃長は頤長とほぼ同長で、嘴刃は緩やかな

曲線状。側板は短く、緩やかな弱い畝がある。

また、左右の側板は冠部で緩やかに曲がりな

がら繋がり、後方観は馬蹄形。翼歯は長い台

形。

備考

　Clarke（1986）の図・記載に一致した。

　クジャクイカ　Taonius pavo
・頭部

　標本番号：KPM-NGL 96
　LRL ＝ 2.70 – 3.32 mm, n = 5. 

・口球

　標本番号：KPM-NGL 97
　LRL ＝ 2.02 – 3.58 mm, n = 2.
　頭部・口球の記載は顎板の記載に含む。

・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 98
　LRL ＝ 1.45 – 5.46 mm, n = 25.
記載

　嘴刃長は頤長の約 1.4 倍。嘴刃、頤、冠、側

板とも直線的で嘴先端の突き出しはわずか。

側板は縦長で畝がある。翼歯は細長い。

備考

　Clarke（1986）の図・記載に一致した。

　　アカイカ科　Ommastrephidae
　スジイカ　Eucleoteuthis luminosa
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 99
　LRL ＝ 4.85 mm, n = 1.
記載

　嘴刃長は頤長の約 1.3 倍。側板は菱形で比較

的短く、非常に弱く幅の広い畝がある。翼歯

は幅の広い台形に盛り上がり、アカイカ科に

共通する透明帯の痕跡部が切れ込んでいる。

備考

　Clarke（1986）、窪寺ほか（2005）の図・記

載に一致した。

　　ホタルイカモドキ科　Enoploteuthidae
　ホタルイカモドキ　

Enoploteuthis（Paraenoploteuthis）chunii
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 100
　LRL ＝ 2.48 – 3.19 mm, n = 5.

記載

　嘴刃長は頤長の約 1.2 倍。嘴刃は先端部分で

曲がった後は直線的に下方へ延び、高い嘴と

なる。翼歯は長方形で先端は明瞭に突き出

すが、翼の付け根と一体化していることが

多い。冠部は頤の 0.5 倍程度と短く、左右の

側板の湾入が深く入っている。側板は斜めに

やや伸長し、中央にやや幅の広い明瞭な側板

隆起が走る。比較的小型の個体でも黒化が進

み、顎板全体が堅い個体が多い。

備考

　Clarke（1986）、窪寺ほか（2005）の図・記

載に一致した。

　ホタルイカ　Watasenia scintillans
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 101
　LRL ＝ 0.76 – 1.09 mm, n = 52.
　記載は上記のカマイルカ胃内容物に同じ。

　　ユウレイイカ科　Chiroteuthidae
　ユウレイイカ

　Chiroteuthis（Chirothauma）picteti
・頭部　

　標本番号：KPM-NGL 102
　LRL ＝ 3.76 mm, n = 1.

・口球　

　標本番号：KPM-NGL 103
　LRL ＝ 3.67 mm, n = 1.
　頭部・口球の記載は下顎板の記載に含む。

・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 104
　LRL ＝ 3.67 – 4.52 mm, n = 2. 
記載

　嘴刃長は頤長の約 1.2 倍で、嘴部は鋭く前方

へ張り出す。嘴刃は直線的で斜め後方へ伸長

し、翼歯は台形。冠部は短く頤の 0.8 倍程度

であり、明瞭な畝が走る左右の側板は約 30°
の角度で楔状に広がりながら後方へ伸長し、

冠部への湾入が深く入っている。

備考

　Clarke（1986）、窪寺（2005）の図・記載に

一致した。

　　ムチイカ科　Mastigoteuthidae
　オキノムチイカ　Mastigoteuthis glaukopis
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 105
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　LRL ＝ 3.57 mm, n = 1.
記載

　嘴刃長は頤長の約 1.2 倍で直線的。冠部は頤

とほぼ同長で左右の側板からの湾入が深く

入る。側板は後方に伸長し、稜状の強い畝が

走る。左右の側板は約 30° の角度で広がり、

上方観は楔状。

備考

　窪寺ほか（2005）の図・記載に一致した。

　　テカギイカ科　Gonatidae
　テカギイカ属　Gonatus sp.
・下顎板

　標本番号：KPM-NGL 106
　LRL ＝ 2.50 – 6.27 mm, n = 7.
記載

　嘴刃長は頤長の約 1.3 倍程度だが、変異があ

る。嘴刃は緩やかに曲がりながら下方へ伸長

し、短い長方形の翼歯がある。さらに翼との

付け根にかけて緩やかに湾曲し、翼は比較的

長く下方へ伸長する。側板は菱形で高く、畝

が走っている。

備考

　Clarke（1986）、窪寺（2005）に基づき同定

した。テカギイカ属は数種で形態がよく似て

いるため属レベルまでの同定に留めた。

・	 魚類　Fishes (Fig. 8)
　ハダカイワシ目　Myctophiformes
　　ハダカイワシ科　Myctophidae
　スイトウハダカ　Diaphus gigas
・耳石

　標本番号：KPM-NI 35584
　OL = 4.61 – 7.72 mm, n = 13.
記載

　全形は卵形。外側面はやや窪む。内側面はや

や膨らむ。上部嘴状突起は嘴状突起よりも短

く、先端は鋭角に尖る。開口切刻部はやや深

く、鋭角に切れ込む。嘴状突起は鋭角に尖

る。腹部周縁は凸曲線を描き、小歯状突起が

発達する。後部周縁は直線的で長軸に対し垂

直。後背部に鈍角に切れ込む大きな後部開口

切刻部があり、後部周縁との境は角張る。背

部周縁は水平で直線的。裂溝は直線的。

備考

　上記に加え、耳石長比が概ね 1.3 である （1.25 
– 1.46）という特徴が、大泉ほか（2001）の図・

記載に一致した。

　ハダカイワシ科　Myctophidae, gen. & sp. indet.
・耳石

　標本番号：KPM-NI 35587
　OL = 3.78+ – 7.11+ mm, n = 10.

Fig. 8.  Otoliths from the stomachs of Kogia sima. 1: Diaphus gigas (right sagitta), KPM-NI 35584, OL = 6.93 mm.  2: 
Glossanodon semifasciatus (right sagitta), KPM-NI 35585, OL = 7.30 mm.  3: Physiculus sp. (right sagitta), KPM-NI 35586, 
OL = 5.58 mm. Scale bar =1 mm.
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備考

　裂溝の形態から、ハダカイワシ科の耳石に同

定される。おそらく上記のスイトウハダカと

思われるが、消化により周縁構造が保存され

ていないため、科までの同定に留めた。

　ニギス目　Argentiniformes
　　ニギス科　Argentinidae
　ニギス　Glossanodon semifasciatus
・耳石

　標本番号：KPM-NI 35585
　OL = 4.77+ – 7.30 mm, n = 4.
記載

　全形は五角形。外側面はやや膨らむ。内側面

はやや窪む。上部嘴状突起・開口切刻部は発

達しない。嘴状突起の先端は鋭角で、耳石長

は嘴状突起の 3.5 倍。腹部周縁は凸曲線を描

き、鈍鋸歯状突起が発達する。後部周縁はほ

ぼ垂直で直線的、鈍鋸歯状突起がある。背部

周縁は水平かつ直線的で、鈍鋸歯状突起が発

達する。裂溝は水平かつ直線的で、後端付近

まで伸びる。開口部は漏斗型を呈し、尾部は

直線的。

備考

　上記に加え、耳石長が嘴状突起長の約 3.5 倍

であるという特徴が、Ohe（1985）の示した

本種の特徴に一致した。

タラ目　Gadiformes
　チゴダラ科　Moridae
チゴダラ属　Physiculus sp.
・耳石

　標本番号：KPM-NI 35586
　OL = 5.27 – 5.58 mm, n = 2.
記載

　全形は細長い紡錘形。外側面は大きな丘状突

起が発達する。内側面は平坦。前端部は尖る。

腹部周縁は直線的。背部周縁は水平でほぼ直

線的。裂溝は長く、後端まで伸びる。開口部

は長楕円形で、耳石長の 1/3 に満たない。尾

部には竜骨状の Posterior colliculum が発達す

る。尾部腹縁は直線的で、後端で僅かに腹側

へ曲がる。尾部背縁の長さは概ね開口部の長

さと等しく、尾部腹縁の長さの 1/2 である。

備考

　上記の特徴は、Fitch & Barker（1972）が示

した本属の耳石によく一致する。

　チゴダラ科において耳石の形状による分

類は属までしか行われていない（Fitch & 
Barker, 1972 ; Paulin, 1981）。また Ohe（1985）

はチゴダラ P. japonicus とエゾイソアイナメ 
P. maximowiczi（Ohe, 1985 ではイソアイナメ 
Lotella maximowiczi）の耳石を記載している

が、判別点が明確でない。そのため、本報告

では属までの同定とした。

　今回の調査で、カマイルカ胃内容物において、

魚類では魚体 5 個体、頭部 2 個、各部骨格 100 個、

耳石 42 個、頭足類では下顎板 2 個が属あるいは

種まで同定された。科までの同定としたのはアジ

科の魚体 7 個体、前上顎骨 16 個およびアカイカ

科の下顎板 1 個である。これらの他、種不明の魚

骨・鱗、頭足類の眼球および寄生虫が見られた。

オガワコマッコウ胃内容物においては、魚類では

耳石 19 個、頭足類では下顎板 100 個、口球 3 個

および頭部 6 個が同定された。科までの同定と

したのは、ハダカイワシ科 耳石（10 個）である。

その他に、種不明の魚骨・鱗、頭足類の眼球およ

び寄生虫が多数見つかった。

　同定できた胃内容物の個数、および各種の生息

水深を Table 1 に示した。

考察

　カマイルカの胃内容物として得られた魚類は、

いずれも水深 150 – 170 m 以浅の沿岸に生息する

種であった（Table 1）。カタクチイワシは主に水

深約 10 m 以浅の表層を遊泳することが知られて

いる （井上・小倉 , 1958 ; 能津 , 1966）。また、ホ

タルイカは、昼間は 300 – 500 m の中層に生息す

るが、夜間に 20 – 60 m の表層まで移動すること

が知られている（Watanabe et al., 2006）。これら

のことから、今回漂着した個体は 150 m 以浅の

表層から海底付近にかけて摂餌していたと考え

られる。Yamada et al. （2006）は、相模湾内でイ

ワシ類への捕食活動を目視確認しており、初春に

北上する途上、摂餌のために一時的に来遊したも

のと推測している。今回の個体も 3 月に漂着して

おり、胃内容物中の耳石はカタクチイワシが優占

していたことと整合的である。Wilke et al. （1953）
は北日本沖のカマイルカの胃内容物を調査し、ハ

ダカイワシ科を主体として、ホタルイカ、カタク

チイワシおよびマサバ Scomber japonicus が見ら

れたと報告している。堀田ほか（1969）は九州沿

岸において 2 – 3 月に本種の食性を調査し、イカ

類（スルメイカやヤリイカ Loligo bleekeri 等）が

主体で、ほかにカタクチイワシ、アジ類、その他

浮魚類（“ ソーダガツオ ”、イカナゴ Ammodytes 
personatus 、サヨリ Hyporhamphus sajori ）や底

魚類（ベラ、異体類）が見られたと報告した。

Miyazaki et al.（1991）は北海道近海で胃内容物
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N : Number; Depth (m) : Range of vertical distribution. Cephalopods: (1  Roper & Young (1975); (2 
Kubodera & Yamada (1998); (3 Kubodera (2001); (4 Tsuchiya et al. (2002);  (5 Okutani (2005); (6 
Watanabe et al. (2006).   Pisces: (7  Yamada et al. (2007); (8  Nakabo, ed. (2013).

Table 1. Number of the stomach contents and the depth of vertical distribution. 
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を調査し、マイワシ Sardinops melanostictus、ソ

コイワシ Lipolagus ochotensis、スケトウダラ 
Theragra chalcogramma 稚魚が見られたと報告し

ている。また、Walker & Jones（1994）は北太平

洋における公海イカ漁の混獲物として得た本種

を調査し、中深層性の頭足類（カリフォルニアホ

タルイカ Abraliopsis felis、ツメイカ、テカギイカ

科等）や魚類（ハダカイワシ科、ソコイワシ科

Microstomatidae 等）を捕食していたと報告した。

本研究における餌生物構成は、沿岸性の表層・底

生種が見られた点で Wilke et al.（1953）や堀田ほ

か （1969）の報告に類似する。しかし、本研究で

はカタクチイワシおよびマルアジが多かったの

に対し、Wilke et al.（1953）では中深層性のハダ

カイワシ科が、堀田ほか（1969）ではイカ類が主

体であった点で異なる。

　オガワコマッコウの胃内容物として得られた

生物は、魚類・頭足類共に 1500 m 以浅の大陸棚

から陸棚斜面にかけて、および表層から中層にか

けて生息する種であった（Table 1）。これらのうち、

スイトウハダカは 500m – 700 m の中層域を遊泳

し、夜間は 60 – 400 m まで浮上することが知ら

れている （大泉ほか , 2001）。ホタルイカ、ホタ

ルイカモドキ、スジイカも同様に、夜間は 100 m
以浅に浮上することが報告されている（Watanabe 
et al., 2006）。漂着した個体がこれらの生物を捕

食した時間は不明であるが、概ね水深 70 m から

1000 m にかけての大陸棚から陸棚斜面、および

表層～中層域で摂餌していたと考えられる。日

本近海での本種の食性は、和歌山県太地におけ

る報告（Fitch & Brownell,  1968）があるのみであ

る。それによると，胃内容物はニギス科、アナゴ

科 Congridae、ヨコエソ科 Gonostomatidae、ソコ

ダラ科 Macroulidae、チゴダラ科、ハダカイワシ科、

ムネエソ科 Sternoptychidae の魚類および頭足類と

甲殻類であり、魚類の種構成から、本種が 300 m
以深で摂餌していると推測した。なお、Fitch & 
Brownell （1968）では頭足類を種同定していない

ため、日本近海において本種が捕食した頭足類を

種のレベルで報告したのは本研究が初となる。本

種の幼若個体は、成体よりも浅く沿岸寄りの、大

陸棚周縁から陸棚斜面上部にかけての海域で摂

餌すると考えられている（Ross, 1984）。本研究で

調査した個体は幼若個体であり、大陸棚から陸棚

斜面での摂餌が推測されている。相模湾において

成体の胃内容物が調査できれば、摂餌生態の変化

を検討できる点で興味深い。

　Yamada et al.（2006）は相模湾全域において

2001 年から 2005 年にかけて 7 回の目視調査を

行っている。それによると、確認されたのはカマ

イルカのみで、2 月・3 月に限られていたことか

ら、相模湾には定住する鯨類はいないと推測して

いる。一方で、ストランディング個体は多種多様

なものが見られることから、これらの相模湾への

来遊や生態を解明するため、長期的で頻繁な観察

が必要であるとしている。相模湾における鯨類の

食性に関する知見は未だ不十分であり、今後の情

報の蓄積が待たれる。
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摘 要

三井翔太・大泉　宏・樽　創, 2014. 相模湾に漂着したカマイルカおよびオガワコマッコウの胃内容物. 神奈

川県立博物館研究報告（自然科学）, (43): 7-21.  (MITSUI, S., H. OHIZUMI & H. TARU, 2014. Stomach Contents of 
Pacific White-sided Dolphin ( Lagenorhynchus obliquidens ) and Dwarf Sperm Whale ( Kogia sima ), Stranded in Sagami 
Bay. Bull. Kanagawa prefect. Mus. (Nat. Hist.), (43): 7-21.)
著者らは、2011年に相模湾に漂着したカマイルカおよびオガワコマッコウの胃内容物を調査した。その際に

得られた頭足類の顎板、魚類の骨格および耳石について報告する。カマイルカの胃内容物から、頭足類ではア

カイカ科とホタルイカ、魚類ではカタクチイワシ、ホタルジャコ、マルアジ及びアジ科が得られた。また、オガワ

コマッコウの胃内容物からは、ホタルイカとクジャクイカを主体とした多数の頭足類の顎板、並びにスイトウ

ハダカ、ニギス及びチゴダラ属の耳石が発見された。以上の結果から、漂着したカマイルカは水深150 m以浅の

沿岸域で摂餌し、オガワコマッコウは水深70 m から1000 mまでの大陸棚、或いは陸棚斜面上の中層域で摂餌

していたと考えられる。
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